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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックス基板と、
　複数の不連続な第一及び第二反射パターンを備えた内部反射板を支持する反対側基板で
あって、前記第二反射パターンには凹凸があり、前記内部反射板を支持していない該反対
側基板の一部が透過領域と画定される、反対側基板と、
　前記内部反射板を支持していない前記反対側基板の一部の上に配置され、前記第一反射
パターンを完全に覆い、前記第二反射パターンを覆わない多数のカラーフィルタと、
　該マトリックス基板と該反対側基板との間に設けられた液晶層と、
　前記反対側基板と前記液晶層との間に配置された光学フィルムと、を有し、
　前記複数の第一反射パターンが、バックライトユニットからの光を反射し、
　前記複数の第二反射パターンが、環境光を反射し、前記反対側基板上の多数の反射領域
を画定し、
　前記バックライトから前記反対側基板の透過領域に達する光が前記反対側基板の透過領
域を通して透過される、液晶表示パネル。
【請求項２】
　前記マトリクス基板は、第一基板上に支持された画素スイッチング装置のアレイを有す
る請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項３】
　前記画素スイッチング装置は、薄膜トランジスタを有する請求項２に記載の液晶表示パ
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ネル。
【請求項４】
　前記反対側基板は、第二基板上に支持された前記カラーフィルタを有し、前記内部反射
板が前記第二基板上に支持されている請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項５】
　前記光学フィルムは、内部偏光板と光学補償板との少なくとも一つを有する請求項１に
記載の液晶表示パネル。
【請求項６】
　前記第二基板上に支持されたポリマー層であって、該ポリマー層は内部反射板を支持し
、また、前記第二反射パターンに隣接する該ポリマー層の表面には凹凸があり、また、該
第二反射パターンは該ポリマー層の凹凸のある表面上にコンフォーマルに形成されている
ポリマー層を更に有する請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項７】
　前記反対側基板は、
　前記第二基板上に支持されたポリマー層であって、カラーフィルタを支持するポリマー
層を有する請求項１に記載の液晶表示パネル。
【請求項８】
　前記カラーフィルタの上に配置されたオーバーコーティングと、該カラーフィルタによ
って覆われていない内部反射板の一部と、を更に有する請求項７に記載の液晶表示パネル
。
【請求項９】
　前記オーバーコーティング上に配置された光学フィルムと、
　前記光学フィルム上に配置された共通電極と、を更に有する請求項８に記載の液晶表示
パネル。
【請求項１０】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の液晶表示パネルと、
　前記反対側基板に隣接する側におけるバックライトモジュールと、を有する液晶ディス
プレイ。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の液晶ディスプレイと、
　該液晶ディスプレイに作動可能に連結された駆動回路と、を有するフラットパネルディ
スプレイ装置。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のフラットパネルディスプレイ装置と、
　ユーザーインターフェイスと、
　該フラットパネルディスプレイ装置と該ユーザーインターフェイスとに作動可能に連結
された制御回路と、を有する電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶ディスプレイに係り、特に半透過型ＬＣＤに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現代人の生活様式に合うように、映像及び画像機器は、より軽くそしてより薄くなって
きている。従来のブラウン管（ＣＲＴ）は多くの利点を持ってはいるが、電子銃の設計に
おいては、電子銃が重く且つ大きくなる。更には、ある有害な放射線のため、視聴者の目
を傷つける危険を常に孕んでいる。半導体装置や光電子装置の製造方法技術における大き
な躍進により、液晶ディスプレイ（LCD）や有機発光ディスプレイ（ＯＬＥＤ）やプラズ
マディスプレイパネル（ＰＤＰ）といったフラットパネルディスプレイは、徐々に、ディ
スプレイ製品の主流となってきている。使用される光源により、液晶ディスプレイは反射
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型ＬＣＤ、透過型ＬＣＤ、半透過型ＬＣＤの三種類に分類できる。半透過型ＬＣＤを例に
とってみると、半透過型ＬＣＤは、主に半透過型液晶パネルとバックライトとを含んでい
る。半透過型ＬＣＤは、薄膜トランジスタアレイと、カラーフィルタと、それらに挟まれ
た液晶層とを含む。バックライトユニットは、表示されている画像に対して、半透過型Ｌ
ＣＤパネルを照らすための表面光源を与える。特に、薄膜トランジスタアレイは、多数の
画素を含むが、各々の画素は透過領域と反射領域とを持っており、透過領域の上に位置す
る液晶層の厚さは、たいていの場合、反射領域の上に位置する液晶層の厚さとは異なって
いる。
【０００３】
　図１は、従来型の液晶ディスプレイの断面図を、概略的に示している。図１に示すよう
に、従来型のＬＣＤ１０は、半透過型ＬＣＤパネル１００と、半透過型ＬＣＤパネル１０
０の下に配置されたバックライトユニット１０２と、半透過型ＬＣＤパネル１００とバッ
クライトユニット１０２との間に配置された偏光板１０４ａと、半透過型ＬＣＤパネル１
００の上に配置された偏光板１０４ｂと、半透過型ＬＣＤパネル１００と偏光板１０４ａ
との間に配置された１／４波長板１０６と、を含む。バックライトユニット１０２と半透
過型ＬＣＤパネル１００との間に実装された偏光板１０４ａにより、光は所望の位相に偏
光される。
【０００４】
　図１に示すように、従来型の半透過型ＬＣＤパネル１００は、薄膜トランジスタアレイ
基板（ＴＦＴアレイ基板）１１０と、ＴＦＴアレイ基板１１０の上に配置されたカラーフ
ィルタ基板１２０と、ＴＦＴアレイ基板１１０とカラーフィルタ基板１２０との間に充填
された液晶層１３０と、を含む。図１に示すように、ＴＦＴアレイ基板１１０は、透明基
板１１２と、多数の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１１４と、多数のスキャンライン（図示
せず）と、多数のデータライン１１６と、多数の画素電極１１８と、を含む。ＴＦＴ１１
４と、スキャンラインと、データライン１１６と、画素電極１１８との全ては、透明基板
１１２の上に配置されている。ＴＦＴ１１４のレイアウトと、スキャンラインと、データ
ライン１１６と、画素電極１１８と、については、当業者に公知であり、詳細は説明しな
い。ＴＦＴ１１４の各々は、対応するスキャンラインに電気的に接続されたゲート電極１
１４Ｇと、データライン１１６に電気的に接続されたソース電極１１４Ｓと、画素電極１
１８に電気的に接続されたドレイン電極１１４Ｄと、ゲート電極１１４Ｇに印加されるバ
イアス（例えば、ＶｇｈやＶｇｌ）によってオン／オフできるチャネル層１１４Ｃと、を
含む。
【０００５】
　図１に示すように、半透過型ＬＣＤパネル１００の多数の透過領域と反射領域とが画定
されるように、画素電極１１８は、お互いに電気的に接続される透明電極１１８Ｔと反射
電極１１８Ｒとを含む。詳細には、透明電極１１８Ｔは、バックライトユニット１０２か
ら発する光が通り抜けることを許す。また、反射電極１１８Ｒは、環境光を反射する。一
般的に、透明電極１１８Ｔは、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）や酸化インジウム亜鉛（Ｉ
ＺＯ）やその他の透明導電物質から作られる。一方、反射電極１１８Ｒは、金属やその他
の反射導電物質から作られる。
【０００６】
　更に図１に示すように、カラーフィルタ基板１２０は、透明基板１２２と、多数のカラ
ーフィルタ１２４Ｒ、１２４Ｇ、１２４Ｂと、共通電極１２６と、を含む。ここで、カラ
ーフィルタ１２４Ｒ、１２４Ｇ、１２４Ｂは、透明基板１２２の上に配置されており、ま
た、共通電極１２６は、カラーフィルタ１２４Ｒ、１２４Ｇ、１２４Ｂの上に配置されて
いる。一般的に、共通電極１２６はＩＴＯやＩＺＯやその他の透明導電物質から作られる
。
【０００７】
　従来型のＬＣＤ１０においては、バックライトユニット１０２によって供給される光の
一部は、ＴＦＴアレイ基板１１０上の反射電極１１８Ｒによって反射される。一方、バッ
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クライトユニット１０２によって供給される光のその他の部分は、透明電極１１８Ｔを通
過する。詳細には、反射電極１１８Ｒによって反射される光は、バックライトユニット１
０２の上の１／４波長板１０６によって遮断される。よって、反射電極１１８Ｒによって
反射された光は再利用できない。加えて、偏光板１０４ａと、アナライザー１０４ｂと、
１／４波長板１０６と、は画像表示に必要であるため、製造時間及び費用を著しく削減す
ることはできない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、半透過型ＬＣＤ及びフラットパネルディスプレイ及び電子機器に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一態様として、本発明は、液晶パネルの画像の質を高めるため、画素スイッチング装置
（例えばＴＦＴアレイ）が備えられているパネル基板とは異なるパネル基板上に備えられ
た内部反射表面を持った液晶パネルに関する。一つの実施形態として、内部反射表面は、
カラーフィルタを支持する同一の基板上に配置される。もう一つの実施形態としては、内
部反射表面は、バックライトユニットに隣り合う位置に配置される。一実施形態として、
液晶パネルは、半透過型のものである。
【００１０】
　もう一つの態様として、液晶パネルの画像の質を高めるため、光学フィルムが液晶パネ
ルの内部に備えられる。内部光学フィルムは、例えば、偏光板や光学補償板であってもよ
い。一実施形態として、内部光学フィルムは、内部反射表面を支持する基板によって、支
持されていてもよい。
【００１１】
　ここに、例示そして概略が示されているように、一実施形態として、本発明は、内部反
射表面を持った液晶ディスプレイ、例えば、半透過型ＬＣＤを提供する。半透過型ＬＣＤ
は、光を供給するバックライトユニットと、アクティブマトリクス基板といった画素スイ
ッチング装置のマトリクス基板から成る液晶パネルと、アクティブマトリクス基板とバッ
クライトユニットとの間に配置された内部反射板を備える反対側基板と、反対側基板に配
置された内部偏光板や光学補償板といった光学フィルムと、アクティブマトリクス基板と
光学フィルムとの間に充填された液晶層と、を含む。本発明の半透過型ＬＣＤにおいては
、バックライトユニットにより供給される光が再利用できるように、バックライトユニッ
トにより供給される光の一部は内部反射板により反射される。
【００１２】
　ここに、例示そして概略が示されているように、本発明は、また、フラットパネルディ
スプレイ装置を提供する。フラットパネルディスプレイ装置は、半透過型ＬＣＤと、半透
過型ＬＣＤに電気的に接続された駆動回路と、を含む。
【００１３】
　ここに、例示そして概略が示されているように、本発明は、更に、電子機器を提供する
。電子機器は、フラットパネルディスプレイ機器と、ユーザーインターフェイスと、フラ
ットパネルディスプレイ機器とユーザーインターフェイスに電気的に接続された制御回路
と、を含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以上の一般的な説明と以下の詳細な説明とはどちらも例示的であり、特許請求の範囲の
発明については更なる説明をするものであることを理解されたい。付随する図面は、本発
明の更なる理解を与えるために含まれており、また、本明細書の一部に組み込まれ、本明
細書の一部を構成する。図面は、発明の原理を説明するのに役立つ説明と共に、本発明の
実施形態を例示する。
【００１５】
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　本発明は、新規液晶表示パネルを提案するものである。例示と例示に限定されない方法
により、進歩性のある半透過型ＬＣＤを提案する。本発明の半透過型ＬＣＤにおいては、
更なる再利用のため、バックライトユニットにより供給される光が、内部反射板により反
射できるように、内部反射板を備えた反対側基板は、アクティブマトリクス基板とバック
ライトユニットとの間に配置されている。加えて、本発明の半透過型ＬＣＤにおいては、
光学フィルムが、反対側基板上と、アクティブマトリクス基板と内部反射板を備えた基板
との間と、に形成されるため、図１において使われている１／４波長板は必要ではない。
結果として、反射板により反射された光は、１／４波長板によって遮断されること無く、
再利用できる。
【００１６】
　図２は、本発明の第一の実施形態の液晶ディスプレイの概略の断面図を示したものであ
る。図２に示すように、本発明の第一の実施形態である半透過型ＬＣＤ２０が提供されて
いる。半透過型ＬＣＤ２０は、光Ｌ０を提供するためのバックライトユニット２６０と、
ＬＣＤパネル２００と、を含む。ＬＣＤパネル２００は、画素スイッチングマトリクスの
アレイ、例えば、アクティブマトリクス基板２１０のためのＴＦＴアレイが配置される基
板と、内部反射板２０１を備えた反対側基板２２０と、反対側基板２２０の上に配置され
た内部偏光板２３０と、液晶層２４０と、を含む。図２に示すように、液晶層２４０は、
アクティブマトリクス基板２１０と内部偏光板２３０との間に充填されている。内部偏光
板２３０は、環境光Ｌ１の位相を調節することができ、反射領域Ｒの画像の質を改善する
ことができる。反対側基板２２０は、アクティブマトリクス基板２１０とバックライトユ
ニット２６０との間に配置されており、バックライトユニット２６０によって供給される
光Ｌ０の一部は、内部反射板２０１によって反射されるということに留意されたい。半透
過型ＬＣＤ２０の構造は、図１に示した従来型の半透過型ＬＣＤ１０とは、全く異なって
いる。特に、バックライトユニット２６０と、アクティブマトリクス基板２１０と、反対
側基板２２０と、の配置は、今までに無いものである。
【００１７】
　バックライトユニット２６０と、アクティブマトリクス基板２１０と、反対側基板２２
０と、の詳細構造について、以下で論ずる。図２に示すように、本発明の実施形態のバッ
クライトユニット２６０は、エッジ照明型のバックライトモジュール、または、直接型の
バックライトモジュール、または、冷陰極蛍光フラットランプ（ＣＣＦＦＬ）または、有
機ＥＬデバイス（ＯＥＬデバイス）であってもよい。エッジ照明型のバックライトモジュ
ールと直接型のバックライトモジュールのいずれにおいても、光源は、発光ダイオードア
レイ（ＬＥＤアレイ）、または、冷陰極蛍光ランプ（ＣＣＦＬ）、または、その他の光源
であってもよい。
【００１８】
　更に図２に示すように、アクティブマトリクス基板２１０は、第一基板２１２（例えば
、ガラス基板のような透明基板）と、第一基板２１２のうえに配置された多数のコントロ
ールライン２１４と、対応するコントロールライン２１４に各々が電気的に接続されてい
る多数の薄膜トランジスタ２１６と、第一基板２１２の上にアレイ状に配置されたストレ
ージキャパシタンスＣｓｔと、を含む。アクティブマトリクス基板２１０において、第一
基板２１２上に配置されたコントロールライン２１４は、スキャンラインそしてデータラ
インであってもよい。本発明の実施形態において、アクティブマトリクス基板２１０は、
低温ポリシリコン（ＬＴＰＳ）技術やその他のアレイプロセスによって、製作される。更
には、ストレージキャパシタンスＣｓｔは、第一電極２１３ａと、第二電極２１３ｂと、
第一電極２１３ａと第二電極２１３ｂとの間に配置された誘電層２１３ｃと、を含む。
【００１９】
　バックライトユニット２６０から供給される光が、ストレージキャパシタンスＣｓｔを
通過できるように、第一電極２１３ａと第二電極２１３ｂは、ＩＴＯやＩＺＯやその他の
透明導電物質から作られてもよいということに留意されたい。結果として、アクティブマ
トリクス基板２１０の透過率は８５％から９０％と達成できる。しかしながら、第一電極
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と第二電極の材料は、透明という事に制限されることは無い、つまり、第一電極２１３ａ
と第二電極２１３ｂとの各々またはどちらか一方が、不透明な金属で作られてもよい。
【００２０】
　図２に示した薄膜トランジスタ２１６は、トップゲート型のトランジスタであり、また
、チャネル層Ｃの材料は、エキシマレーザアニール（ＥＬＡ）法により作られた低温ポリ
シリコンである。しかしながら、薄膜トランジスタ２１６の構造とチャネル層Ｃの材料は
詳細のために例示したに過ぎず、図２の形式に限定されない。言い換えると、本発明の薄
膜トランジスタＴは、ボトムゲート型のトランジスタであってもよく、また、チャネル層
Ｃの材料は、化学気相蒸着法によって作られるアモルファルシリコンであってもよい。
【００２１】
　図１に示した従来型の半透過型ＬＣＤ１０においては、透過領域Ｔと反射領域Ｒとは、
ＴＦＴアレイ基板１１０上の同じ面にある透明電極１１８Ｔと反射電極１１８Ｒとの夫々
によって、画定される。これに対して、本発明の半透過型ＬＣＤ２０では、例示された実
施形態において、透過領域Ｔと反射領域Ｒは、ＬＣＤパネル２００のアクティブマトリク
ス基板２１０の反対側に、反対側基板２２０の側に画定される。
【００２２】
　図２に示すように、反対側基板２２０は、第二基板２０２（例えば、ガラス基板のよう
な透明基板）と、ポリマー層２０３と、多数のカラーフィルタ２０４Ｒ、２０４Ｇ、２０
４Ｂと、オーバーコーティング２０５と、共通電極２０６と、を含む。内部反射板２０１
は、ポリマー層２０３の上に配置されている。ポリマー層２０３は、第二電極２０２の上
に配置されている。カラーフィルタ２０４Ｒ、２０４Ｇ、２０４Ｂによって、内部反射板
２０１の一部が覆われるように、カラーフィルタ２０４Ｒ、２０４Ｇ、２０４Ｂは、ポリ
マー層２０３と内部反射板２０１との上に配置されている。オーバーコーティング２０５
は、カラーフィルタ２０４Ｒ、２０４Ｇ、２０４Ｂと、カラーフィルタ２０４Ｒ、２０４
Ｇ、２０４Ｂに覆われていない内部反射板２０１と、の上に配置されている。加えて、共
通電極２０６は、オーバーコーティング２０５の上に配置されており、また、内部偏光板
２３０は、共通電極２０６の上に配置されている。
【００２３】
　図２に示すように、内部反射板２０１は、バックライトユニット２６０から供給される
光Ｌ０を反射するための多数の第一反射パターン２０１ａと、反対側基板２２０上の多数
の反射領域Ｒを画定する多数の第二反射パターン２０１ｂと、を含む。すなわち、環境光
Ｌ１は、第二パターン２０１ｂによって反射させることができる。例示した実施形態にお
いては、分離した部分である２０１ａと２０１ｂから成る不連続な構造を持った内部反射
板２０１が示されているが、望まれる画像の質に依存するある種の応用においては、内部
反射板は、平坦な領域を横切る連続的な構造を持っていてもよい。特に、内部反射板２０
１に占有されていない領域は、透過領域Ｔと画定される。透過領域Ｔの表示の質を改善す
るために、第一パターン２０１ａは、光Ｌ０を再利用することを促進させることに留意さ
れたい。反射パターン２０１ａは、バックライトユニット２６０に対して滑らかな底面を
持っている。反射パターン２０１ａはカラーフィルタに覆われているが、覆われている必
要がある訳ではない。
【００２４】
　本発明の一実施形態において、第二反射パターン２０１ｂに覆われたポリマー層２０３
の表面の一部は、凹凸がある。そして、第二反射パターン２０１ｂは、ポリマー層２０３
の覆われた（凹凸のある）表面上にコンフォーマルに形成されている。反射領域Ｒの表示
の質を改善するために、ポリマー層２０３の凹凸のある表面は、第二反射パターン２０１
ｂの反射率を上げることができる。
【００２５】
　図３は、本発明の第二の実施形態の液晶ディスプレイの断面図を概略的に示したもので
ある。図３に示すように、共通電極２０６と内部偏光板２３０の位置を除いては、本発明
の実施形態である半透過型ＬＣＤ２０ａは、一つ目の実施形態である半透過型ＬＣＤ２０
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に似ている。この実施形態において、内部偏光板２３０は、オーバーコーティング２０５
の上に配置されており、また、共通電極２０６は、内部偏光板２３０の上に配置されてい
る。内部偏光板２３０の位置は、図２及び図３だけには限定されず、内部偏光板は、不連
続な構造にもできるということに留意されたい。ここで、不連続な内部偏光板は、各々の
セクションが、積層構造の層のいずれか二つの間に配置され、また、第二反射パターン２
０１ｂの上に位置しているような、分離したセクションから成る。
【００２６】
　図４は、本発明のもう一つの実施形態の液晶ディスプレイの断面図を模式的に示したも
のである。図４に示すように、内部偏光板の換わりに光学補償板２５０が配置されている
ことを除いては、本実施形態の半透過型ＬＣＤ２０ｂは、一つ目の実施形態である半透過
型ＬＣＤ２０に似ている。本実施形態において、環境光Ｌ１の位相が光学補償板２５０に
よって補償されるように、光学補償板２５０は、共通電極２０６の上に配置されており、
また、第二パターン２０１ｂの上方に位置している。反射領域Ｒの画像の質は改善するこ
とができる。
【００２７】
　図５に示すように、内部偏光板の換わりに光学補償板２５０が配置されていることを除
いては、本実施形態の半透過型ＬＣＤ２０ｃは、一つ目の実施形態である半透過型ＬＣＤ
２０に似ている。本実施形態において、環境光Ｌ１の位相が光学補償板２５０によって補
償されるように、光学補償板２５０は、第二反射パターン２０１ｂの上に配置されている
。反射領域Ｒの画像の質は改善することができる。光学補償板２５０の位置は、図４及び
図５に限定されず、光学補償板２５０は、第二反射パターン２０１ｂの上方に位置する積
層構造の層のいずれか二つの間に配置されてもよいということに留意されたい。
【００２８】
　一般的に、上述された本発明のＬＣＤは、フラットパネルディスプレイ装置に応用可能
であり、更には、電子機器に実装されてもよい。図６は、本発明の様々な実施形態に関し
て、フラットパネルディスプレイ装置のブロックダイアグラムを概略的に示したものであ
る。図６において、フラットパネルディスプレイ装置３００は、一般的に、駆動ユニット
３０２と、本発明の半透過型ＬＣＤ３０４と、を含むことができる。駆動ユニット３０２
は、ソース装置と、ゲート装置と、ソース装置とゲート装置を通して半透過型ＬＣＤ３０
４に電気的に接続された制御板と、を含む。一般的に、駆動ユニット３０２は、チップオ
ングラス技術（ＣＯＧ技術）や、チップオンボード技術（ＣＯＢ技術）や、テープオート
メイテッドボンティング技術（ＴＡＢ技術）や、チップオンフィルム技術（ＣＯＦ技術）
によって作られてもよい。
【００２９】
　図７は、本発明の様々な実施形態に従って、一般的な電子機器のブロックダイアグラム
を概略的に示したものである。図７において、携帯電話、ＬＣＤテレビジョン一式、コン
ピュータシステム、ゲーム機や、ディスプレイ領域を持った装置等といった電子機器４０
０は、ユーザーインターフェイス４０２と、回路ユニット４０４と、図６に示したフラッ
トパネルディスプレイ３００と、を含む。
【００３０】
　ユーザーが電子機器４００を使うことができ、そして、情報がフラットパネルディスプ
レイ３００に表示されるように、回路ユニット４０４は、ユーザーインターフェイス４０
２とディスプレイ３００とに電気的に接続される。言い換えると、本発明のフラットパネ
ルディスプレイ３００は、ディスプレイユニットとして働く電子機器へと実装される。
【００３１】
　本発明の上述の記載によると、内部偏光板は、反対側基板に形成され、半透過型ＬＣＤ
パネルの反射領域と透過領域とを画定する。反対側基板はバックライトユニットとアクテ
ィブマトリクス基板との間に配置されているので、反射板は、主にＬＣＤパネルに向かう
方向に沿って進む光を、再利用のため、バックライトユニットに向けて反射させることが
できる。結果として、本発明のＬＣＤパネルの開口率は有効に改善することができる。加
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えて、光学フィルム（例えば、内部偏光板や光学補償板）は、反対側基板の内部表面に配
置される。また、１／４波長板を反対側基板の外部表面上に取り付ける必要はない。
本方法においては、内部偏光板によって反射される光は有効に再利用することができる。
【００３２】
　例示した実施形態においては、反対側基板に支持された光学フィルムが示されているが
、光学フィルム（例えば、偏光板や光学補償板）は、マトリクス基板上に支持されてもよ
い。例示された光学フィルムは、内部反射板と接続して配置されているが、内部光学フィ
ルムは、内部反射板から独立に使われてもよい。画素スイッチング装置基板は、アクティ
ブマトリクス基板として示されているが、その他の型の画素スイッチング装置基板であっ
ても、マトリクス基板上に支持されうる。内部反射面と内部光学フィルム面の各々または
どちらか一方は、例示された半透過型ＬＣＤに加えて、透過型や反射型ＬＣＤの各々また
はどちらか一方に接続されるように配置されてもよい。
【００３３】
　本発明の実施形態の上述の説明は、例示と説明の目的のために提供されてきた。上述の
記述は、包括的なことを意図したものではないし、発明を、具体的な形式や、開示した例
示的な実施形態に限定することを意図したものではない。したがって、上述の記述は、限
定的なものというよりはむしろ例示的なものと、みなされるべきである。当業者に対して
は、多くの変形と変更が明らかであろう。発明の原理と、発明の最良の形態における実用
的な応用と、を最良に説明するために、上述の実施形態は、選択し、説明した。従って、
当業者は、様々な実施形態に対して、特定の使用や想定される実施に適するような様々な
改良と一緒に本発明を理解することができる。発明の範囲は、特許請求の範囲と、特許請
求の範囲にそうではないと示されていない限りは、全ての用語を、広義的且つ論理的に捉
えた特許請求の範囲と同等のものと、によって画定される。特許請求の範囲によって画定
される本発明の範囲から逸脱しない範囲において、当業者によって、本発明の実施形態の
変更はなされるということは、充分認識することができる。更には、本発明の開示におけ
るいかなる要素や構成も、要素や構成が特許請求の範囲に明示的に記載されているかどう
かに関わらず、単に公知とすることを意図したものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】従来型の液晶ディスプレイの概略の断面図である。
【図２】本発明の一つ目の実施形態に関する液晶ディスプレイの概略の断面図である。
【図３】本発明の二つ目の実施形態に関する液晶ディスプレイの概略の断面図である。
【図４】本発明の三つ目の(another)実施形態に関する液晶ディスプレイの概略の断面図
である。
【図５】本発明の様々な実施形態に関するフラットパネルディスプレイ装置の概略のブロ
ックダイアグラムである。
【図６】本発明の様々な実施形態に関するフラットパネルディスプレイ装置の概略のブロ
ックダイアグラムである。
【図７】本発明の様々な実施形態に関する一般的な電子機器の概略のブロックダイアグラ
ムである。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　ＬＣＤ
　１００　半透過型ＬＣＤパネル
　１０２　バックライトユニット
　１０４ａ、１０４ｂ　偏光板
　１０６　１／４波長板
　１１０　ＴＦＴアレイ基板
　１１２　透明基板
　１１４　ＴＦＴ
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　１１４Ｃ　チャネル層
　１１４Ｄ　ドレイン電極
　１１４Ｇ　ゲート電極
　１１４Ｓ　ソース電極
　１１６　データライン
　１１８　画素電極
　１１８Ｒ　反射電極
　１１８Ｔ　透明電極
　１２０　カラーフィルタ基板
　１２２　透明基板
　１２４Ｒ、１２４Ｇ、１２４Ｂ　カラーフィルタ
　１２６　共通電極
　２０　半透過型ＬＣＤ
　２００　ＬＣＤパネル
　２０１　内部反射板
　２０１ａ　第一反射パターン
　２０１ｂ　第二反射パターン
　２０２　代に基板
　２０３　ポリマー層
　２０４Ｒ、２０４Ｇ、２０４Ｂ　カラーフィルタ
　２０５　オーバーコーティング
　２０６　共通電極
　２１０　アクティブマトリクス基板
　２１２　第一基板
　２１３ａ　第一電極
　２１３ｂ　第二電極
　２１３ｃ　誘電層
　２１４　コントロールライン
　２１６　薄膜トランジスタ
　２２０　反対側基板
　２３０　内部偏光板
　２４０　液晶層
　２５０　光学補償板
　２６０　バックライトユニット
　３００　フラットパネルディスプレイ装置
　３０２　駆動ユニット
　３０４　半透過型ＬＣＤ
　４００　電子機器
　４０２　ユーザーインターフェイス
　４０４　回路ユニット
　Ｃｓｔ　ストレージキャパシタンス
　Ｒ　反射領域
　Ｔ　透過領域
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摘要(译)

提供透反液晶显示模块。此外，还提供了平板显示设备和电子设备。 透反射LCD包括提供光的背光单元，有源矩阵基板，相对基
板，其包括设置在有源矩阵基板和背光单元之间的内反射板，光学膜设置在侧基板上，液晶层填充在有源矩阵基板和光学膜之间。
在本发明的透射反射型LCD中，从背光单元提供的光被内反射板反射，从而可以重复使用从背光单元提供的光。 点域1
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